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独立行政法人宇宙航空研究開発機構の業務実績評価の基本方針（案） 

 

平成２５年７月５日 

内閣府独立行政法人評価委員会 

宇宙航空研究開発機構分科会決定 

 

 内閣府独立行政法人評価委員会宇宙航空研究開発機構分科会（以下「分科会」とい

う。）は、本基本方針に基づき、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」

という。）の業務の実績に関する評価を実施するものとする。 

 

Ⅰ．評価の目的 

 ア）各事業年度に係る業務の実績に関する評価 

   当該事業年度における中期計画の実施状況を調査・分析し、当該事業年度にお

ける業務の実績の全体について総合的な評定を行うことにより、中期目標の達成

を図るために必要な業務運営の改善等に資する。 

 

 イ）中期目標に係る業務の実績に関する評価 

   中期目標期間終了時において、中期目標の達成状況を調査・分析し、中期目標

期間における業務の実績の全体について総合的な評定を行うことにより、以降の

業務運営の改善等に資する。 

 

Ⅱ．評価の方法等 

 １．評価方法 

   評価は、中期目標・中期計画等に定められた各項目について調査・分析し、そ

れぞれの実施状況について評価を行う「項目別評価」と、項目別評価等を考慮し

て当該中期目標期間・事業年度における JAXA の実績を総合的に評価する「全体

評価」により行う。 

  

２．評価基準 

 ア）項目別評価 

   項目別評価は、中期目標、中期計画に定められた各項目の達成度を確認する

こと等により行う。評価にあたっては、以下の基準を用いる。 

 

（事業年度別評価） 

  S：特に優れた実績を上げている。（客観的基準は事前に設けず、法人の業務の特

性に応じて評定を付す。） 

  A：中期計画通り、または中期計画を上回って履行し、中期目標に向かって順調、
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または中期目標を上回るペースで実績を上げている。（当該年度に実施すべき

中期計画の達成度が１００％以上） 

  B：中期計画どおりに履行しているとは言えない面もあるが、工夫や努力によっ

て、中期目標を達成し得ると判断される。（当該年度に実施すべき中期計画の

達成度が７０％以上１００％未満） 

  C：中期計画の履行が遅れており、中期目標達成のためには業務の改善が必要で

ある。（当該年度に実施すべき中期計画の達成度が７０％未満） 

  F：評価委員会として業務運営の改善その他の勧告を行う必要がある。（客観的基

準は事前に設けず、業務改善の勧告が必要と判断された場合に限り Fの評定を

付す。） 

 

 （中期目標期間評価） 

S：特に優れた実績を上げた。（客観的基準は事前に設けず、法人の業務の特性に

応じて評定を付す。） 

  A：中期目標を達成、あるいは中期目標を上回る実績を上げた。（中期目標計画の

達成度が１００％以上） 

  B：中期目標は達成されなかったが、目標達成に近い実績を上げた。（中期目標の

達成度が７０％以上１００％未満）  

  C：中期目標は達成されなかった。また、目標達成に向けた実績も不十分であっ

た。（中期目標の達成度が７０％未満） 

  F：評価委員会として業務運営の改善その他の勧告を行う必要がある。（客観的基

準は事前に設けず、業務改善の勧告が必要と判断された場合に限り Fの評定を

付す。） 

 

  イ）全体評価 

    全体評価は、項目別の評価の結果等を総合し、当該中期目標期間・事業年度

JAXA の実績全体について行う。全体評価は、自主改善努力等、中期目標等に掲

げられていない事項も含めた評価を行う。また、必要に応じ、業務運営の改善

その他勧告すべき内容を記述する。 

 

 ３．意見の提出  

    評価結果は、内閣府独立行政法人評価委員会の意見として取りまとめた上で、

独立行政法人宇宙航空研究開発機構法二十七条に基づき、文部科学省独立行政

法人評価委員会に遅滞なく提出するものとする。 

  

 ４．評価の基本方針の見直し 

    本評価の基本方針は、必要に応じて見直すものとする。 


